





























2016 年 11 月 30 日受付
＊   江戸川大学 こどもコミュニケーション学科准教授　ス
ポーツ心理，スポーツ科学
＊＊   江戸川大学 経営社会学科非常勤講師　スポーツ医学

























































第 1 回となる安全講習会は，2016 年 6 月 29 日





チ 7 名，マネージャー 4 名，選手 9 名，ストレン


















第 2 部 スポーツ中に多い怪我とその対応
　～足関節捻挫～


























































































中 1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 合計
柔道 14 7 3 20 2 4 50
野球 3 6 2 14 7 3 35
バスケットボール 5 7 3 7 8 3 33
ラグビー 1 0 0 5 13 12 31
サッカー 5 2 1 9 3 6 26
陸上競技 3 3 1 6 4 2 19
バレーボール 2 4 1 3 3 1 14
テニス 4 3 1 4 2 0 14
剣道 1 3 2 4 3 0 13
器械体操等 0 1 2 3 5 0 11
水泳 2 3 1 2 2 0 10
ハンドボール 3 1 0 1 3 0 8
ボクシング 0 0 0 3 4 0 7
自転車 0 0 0 2 3 1 6
その他 1 6 2 16 11 5 41





























の AED 設置場所を図 2 に示す。本学内には大学
研究棟 1 階学務課，学生食堂（江戸屋）・第 1 体
育館，入試・広報センター棟 2 階企画総務部，第
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